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のⅥ．sualWorksノ仮想マシン上で稼動する．  

ARTのアーキテクチャは，以下の三つの部分か  

ら構成される．  

1．素材を分割したり素材そのものを編集したり  

する部分  

2．ひとかたまりとして認識された素材を二次元  

に自由配置する部分  

3．テキストとして記述したアノテーションを，全  

体として表示する部分  

第一の部分は，取り扱う素材のドメインに固有の  

エディタとなる．文章を書くドメインでは，テキスト  

エディタとなり，ビデオクリップを扱うドメインでは簡  

易なビデオ編集ツールが対応する．第二の部分  

は，オブジェクトを表示するドメインに依存しない  

空間である．オブジェクトの合成やサイズ変更など  

の機能が提供される．必要に応じてレイヤ機能も  

提供する．ただし，各素材オブジェクトをどのよう  

に表示するかは素材のドメインに依存する．第三  

の部分は，まとまりつつある考えの結果，全体を  

表示する部分である．我々は，たとえば研究であ  

れば論文として文章にまとめることが必要であるの  

と同様，考えをまとめた結果は文章，すなわちテ  

キストとして表現する必要があると考える．そこで  

ARTでは，テキストとして生成したアノテーション  

を，何らかの方法で連繹させた文章を全体として  

見せることとしている．文章構築支援では，二次  

元に配置されたオブジェクトを上から下に順に連  

結して表示している．   

3．適用例  

ARTの枠組みを用いて，いくつかの「素材」  

を扱うシステムを構築中である．以下では，  

・書いてまとめる  

・メモをまとめて書く  

・ビデオクリップを整理，観察する  

といったドメインへの適用例を示す，   

3．1．「書いてまとめる」  

書いてまとめるプロセスを支援するART［2】では，  

書き手が作成しつつある一つの文章を，複数のエ  

1．研究の背景  

コンピュータツール上で扱うことのできる情報がそ  

の種類，量ともに飛躍的に増加するにつれ，多く  
の人々がコンピュータツールを用いて知的活動を  

おこなうようになりつつある．ドキュメント作成やグ  

ラフィックスの作成，マルチメディアコンテンツのオ  

ーサリング，WWW（WbrldWideWbb）を利用し  
た情報収集，といった数多くの活動をそのような  

知的活動の例として挙げることができる．  

本論で紹介するARTは，作成，収集した「情報  

の素材」をもとに，考えをまとめるプロセス，それも  

比較的初期の段階を支援するツールである．素  

材をもとに考えを構築するためには，各素材という  

部分に対する理解と並行して，全体が表現する内  

容，最終的なまとまった考えが目指すべき方向を  

理解する必要がある．このように，全体と部分とが  

相互に依存するものであるということを念頭におき  

つつ，ユーザがアーティファクトとのインタラクショ  

ンをおこないながら考えをまとめていくことができ  

るメカニズムが必要である．ARTは，テキストやビ  

デオクリップといったマルチメディアデータに対す  

るアノテーションのための表現形態をユーザに提  

供することにより，素材をもとに考えをまとめること  

を支援するCognitive Tbolとしてデザインされ  

ている．   

2．ARTシステム  

素材に対して理解した事柄や，そこから派生して  

考えついたアイデアなどを記述するための表現形  

態として，ARTでは，二次元空間におけるオブジ  

ェクトの自由配置を用いる【1］．ARTを用いてユ  

ーザは，ビデオ，テキスト，画像イメージとしてのメ  

モといったオブジェクトに対して，自由に分割，合  

成，配置，という操作をおこなうことができる．配置  

情報をアノテーションとして用いることにより，非言  

語的なアノテーションを表現することが可能とな  

る．  

ARTは，VisualⅥbrks Smalltalk2．5J上で構  

築されており，Windows，Macintosh，Linux上  
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レメントからなるものとして扱う．「エレメント」は，書  

き手が「一つのかたまり」であると認識するところの  

もので，テキスト中の文やパラグラフや章といった  

ものになりうる．つまり書き手は，新たなエレメント  
の作成や追加，あるいは既存のエレメントの分割，  

修正，結合といった作業を通して，ドキュメントを  

作成していく．  

このエレメントという単位に基づいて，ARTは書き  

手の作るテキスト情報を二つの視点から提供する．  
一つはDocumentViewerという各エレメントを結  

合したテキスト情報で，これはスクロールバーの付  

加された通常のテキストエディタを見ているのとほ  

ぼ同じものである．もう一方は，ElementsMapと  

いう各エレメントを配置，移動，結合することので  

きる二次元空観である．書き手であるユーザは，  
文章の各部分に対するメタなコメントを，各エレメ  

ントの配置の仕方やエレメントのサイズといった視  

覚情報として表現することが可能である（図1）．  

図2：ARTforEvolvingNotes  

のビデオを作品として生成することを主目的として  

おり，いくつものビデオクリップから重要そうな事  

柄を認識し，それをまとめるようなツールに必要性  

は依然として存在する．また既存のビデオ分析ツ  

ールでは，機能の多くが自動キーフレーム認識と  

いったビデオ画像の分析に割かれ，肝心のユー  

ザが理解したことを徐々に構築するといったプロ  

セスの支援はあまりおこなわれていない．  

そこでARTでは，ユーザ観察実験などで得られ  

たビデオを，自由に分割し二次元に配置すること  

によりそのビデオクリップに対するアノテーションを  

おこない，またテキストアノテーションも付加するこ  

とによって，ユーザ実験などの結果の整理や観察  

のプロセスを支援する，   
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図1：ARTforWriting   

3．2．「メモをまとめて書く」  

会議に参加した際のメモやふとした時のアイディ  

アなどを紙とペンとを用いて作成する作業は，  
PDAなどの小型コンピュータが普及しつつある現  

在においても頻繁に見られるものである．糸氏に取  

ったメモを見ながら，会議の様子をまとめる報告  

書を作成したり自分のアイディアを整理したりする  

作業もまたよくおこなわれる．  

ARTでは，これらの「メモからドキュメントへ」という  

プロセスを支援するため，エレメントとして画像を  

貼り付ける機能を追加した（図2）．  

3．3．「ビデオクリップを整理／観察する」  

ユーザ観察実験や，レポートなど，昨今ビデオを  

用いで情報収集することが少なくない．広く普及し  

ているビデオ三ディタツールは，その多くが一本  
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